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東
日
本
大
震
災　

こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
。
３
月
11
日
に
は
地
震
発
生
時
刻
に
合
わ
せ
、
市
内
各
地
で
震
災
犠
牲
者
を
悼
む
祈
り
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
義
援
金
や
救
援
物
資
の
受
付
状
況
や
、
米
の
無
償
提
供
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
理
解
と

ご
協
力
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
で
も
そ
の
都
度
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
被
災
地
へ
の
心
の
支
え
と
な
る
市
民
皆
さ
ん

の
数
々
の
取
り
組
み
な
ど
、
物
心
両
面
で
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
災
害
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
そ
う

　私が、福島県浪江町支援に派遣されたのは、6月
19 日からの 16日間でした。仮設住宅が急ピッチ
で建設されていた時期で、住宅への入居手続きや入
居説明会の開催、また現地で支援物資の仕分け作業
が主な業務でした。
　津波被害で仮設住宅へ入居されているおばちゃん
からは、「私たちもがんばるから、がんばってね。
頼むよ」と明るく投げかけられ、返す言葉を選びな
がら会話をした記憶がよみがえります。
　自治体支援が目的で派遣された訳ですが、たった
2週間から生まれた心の変化、そして役場職員との
つながりは、計り知れないものがあります。ある職
員から「私を助けてください。高梁へ帰られた後も、
浪江町を忘れないでください」と告げられ、心に突
き刺さる思いがしました。
　震災発生からしばらくの間、職員は家族とも会え
ず、職場に泊まり込んでの震災対応が続いたそうです。

東日本大震災の復興支援で学んだこと

　2週間の派遣業務
から帰高後、高梁
市職員が作ったポ
ロシャツに「がん
ばろう　なみえ」を追記デザインし、浪江職員にプ
レゼントしました。今では、パーカーバージョンも
でき、100 枚近くが浪江町の関係者などで着用さ
れ、大きな絆が生まれました。
　自治体職員として、そして一人の人間として何が
できるか。そう考えると、いま立ち止まる訳にはい
かないのです。現地の様子や経験したこと、被災者
の声、そして復興に立ち向かう浪江職員の思いをい
かに多くの人に伝えられるか。そしていかに行動す
るか。派遣された者としての役割だと切に感じてい
ます。

総務課職員係長　野口　和則

　

市
は
震
災
の
発
生
後
、
直
ち
に

関
係
機
関
と
連
携
し
て
被
災
地
へ

消
防
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
ま

た
、
発
災
か
ら
１
週
間
後
の
３
月

18
日
に
は
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
支

援
策
を
打
ち
出
し
、
被
災
地
か
ら

22
家
族
69
人
（
平
成
24
年
３
月
９

日
現
在
）
を
市
内
の
市
営
住
宅
等

に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。　

　

市
は
引
き
続
き
、
職
員
派
遣
な

ど
の
人
的
支
援
を
は
じ
め
、
被
災

さ
れ
た
方
の
受
け
入
れ
や
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に

見
直
さ
れ
た
「
地
域
の
絆
」。
普
段

か
ら
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
の
人

た
ち
が
集
ま
り
、
互
い
に
協
力
し

な
が
ら
防
災
活
動
に
取
り
組
む「
共

助
」
を
大
切
に
し
、
自
分
を
守
る

日
頃
の
備
え
と
し
て
の
「
自
助
」

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
災
害
か

ら
の
被
害
を
最
小
限
に
し
ま
す
。

今
こ
そ
再
確
認
を
。

救急活動に当たる消防士 仙台市内での給水活動

大船渡市内の避難所で健康相談 浪江町の仮設住宅入居説明会

「浪江町を忘れないで…」

　

近
年
、
市
内
で
大
き
な
揺
れ
を
観
測
し
た
地

震
に
は
、
平
成
12
年
10
月
の
鳥
取
県
西
部
地
震

と
、
平
成
13
年
３
月
に
広
島
県
沖
の
安
芸
灘
を

震
源
に
発
生
し
た
芸
予
地
震
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
鳥
取
県
西
部
地
震
は
、
有
漢
町
で
震
度

５
弱
を
観
測
す
る
な
ど
、
市
内
す
べ
て
の
観
測

点
で
震
度
４
以
上
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
で
は
、
過
去
に
南
海
地
震
（
昭

和
21
年
）、
鳥
取
県
西
部
地
震
等
に
お
い
て
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
30
年
以
内
に
60
～
50
％
の
確

率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南

海
地
震
は
、
岡
山
県
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
近
で
も
大
き
な
揺
れ

　

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
地

震
。
し
か
も
、家
屋
の
倒
壊
や
土
砂
崩
れ
な
ど
、

そ
の
被
害
は
予
想
で
き
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
想
定
以
上
の
津
波
が
発

生
し
、
多
く
の
人
命
を
奪
い
ま
し
た
。

　

地
震
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

❶
心
構
え
…
普
段
か
ら
災
害
に
対
し
て
心
構
え

を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
想
定
し
て
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
ど
こ

に
避
難
す
る
か
、
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
な
ど

を
日
ご
ろ
か
ら
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

❷
備
え
…
万
一
の
事
態
に
備
え
て
、
非
常
食
と

水
、
衣
類
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
貴
重
品
な

ど
一
時
的
に
孤
立
し
て
も
対
応
で
き
る
程
度
の

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
建
物
内
の
家
具

な
ど
そ
の
転
倒
防
止
の
措
置
も
有
効
で
す
。

　

市
は
、
発
電
機
や
毛
布
・
簡
易
ト
イ
レ
な
ど

の
災
害
用
備
蓄
品
を
順
次
購
入
し
、
災
害
へ
の

備
え
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

❸
情
報
…
停
電
で
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
使
え
ず
情
報
が
入
ら
な
い
。
こ
ん
な
状
況
の

中
で
一
番
の
情
報
源
に
な
る
の
が
ラ
ジ
オ
で

す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
「
高
梁
市
メ

ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」（
詳
し
く
は
企
画
課
☎

�
０
２
０
９
へ
）
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
緊
急

情
報
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
構
え
と
備
え
を

　

地
震
の
発
生
を
阻
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
が
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
。

　

市
は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
の
耐
震
基
準
で

建
て
ら
れ
た
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
そ
の
耐
震
診
断
の
費
用
を
補
助
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
、

耐
震
改
修
費
用
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
（
詳

し
く
は
、
都
市
整
備
課
☎
�
０
２
３
７
）。
ま

た
、
耐
震
改
築
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
優
遇
制

度
も
あ
り
ま
す
（
詳
し
く
は
、
税
務
課
☎
�

０
２
１
６
）。 被

害
を
軽
減
す
る

3.11この１年の取り組み
◆救助活動
　平成 23年３月 12日～３月 17日（6日間）
　�　緊急消防援助隊の第１次派遣隊として、宮城県総合運動公園（宮
城郡利府町）を野営場に、消防士３名を派遣。宮城県多賀城市、
塩竈市で活動を行いました。

　平成23年３月 15日～３月 21日（7日間）
　�　緊急消防援助隊の第２次派遣隊として、消防士３名を派遣し、
宮城県塩竈市で救急活動に取り組みました。

　平成23年３月 18 日～３月 25日（8日間）
　�　応急給水活動のため、上下水道課から職員２名を仙台市水道
局へ派遣し、仙台市泉区と太白区で給水活動を展開しました。
◆支援活動
　平成 23年３月 14 日～　義援金の受付を開始
　平成 23年３月 16 日～ 5月 31日　救援物資の受付
　平成 23年３月 18 日　被災者受け入れの支援策を全国に向けて発信
　平成 23年４月 11日～４月 17日（7日間）
　平成 23年５月 17日～５月 23日（7日間）
　平成 23年７月  ４日 ～７月 10日（7日間）
　�　健康相談活動のため、健康づくり課から保健師を各１名ずつ
岩手県大船渡市へ派遣。被災者の健康相談、健康チェック、心
のケア、 避難所の衛生対策に当たりました。

◆復興活動
　平成 23年６月 4日～平成 24年３月 15日現在
　�　福島県浪江町へ延べ37人の職員を派遣。常時2名が滞在し、
2週間交替で仮設住宅入居の事務を中心に支援を継続中。

　　　　　　■問い合わせ　総務課職員係☎� 0205


